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事務局

建設部
都市計画課

●石巻市
立地適正化計画策定

懇談会

・学識経験者
・関係団体
・関係行政機関 等

懇談会

●石巻市
立地適正化計画策定

庁内検討会議

会長：建設部次長
委員：７部２０課の課長

庁内
検討組織

●石巻市
立地適正化計画策定

庁内ワーキンググループ

座長：都市計画課長又は
〃課長補佐

構成員：
上記検討会議を構成する
７部２０課の課長補佐、
主幹、係長又は主査 等

石巻市都市計画審議会

・１号委員（学識経験者）
・２号委員（市議会議員）
・３号委員
（その他必要と認める者）

答申諮問

調査
・
研究

意見
聴取

●検討体制

導入 「立地適正化計画」について
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導入 「立地適正化計画」について
 

 第３回 
【到達点】 
1. 立地適正化計

画の基本方針
(素案)につい
て、他政策分野
の方向性と一
体性あるもの
となっている
か、意見交換 

【会議次第】 
1. 石巻市の現況・

課題分析資料
(第 2 回からの
修正版) 

2. 立地適正化計
画基本方針(素
案) 

 方針(ターゲッ
ト) 

 都市の骨格構
造 

 誘導方針 
 

第 2回 
【到達点】 
1. 石巻市の具体的な

現状と課題、課題
解決における立地
適正化計画の意
義・必要性の共有 

【会議次第】 
1. 各種会議、ヒアリ

ング結果報告 
2. 石巻市の現状・課

題と立地適正化計
画の意義・必要性
について 

第２回 
【到達点】 
1. 立地適正化計画

の基本方針(素
案)について、他
政策分野の方向
性と一体性ある
ものとなってい
るか、意見交換 

【会議次第】 
1. 石巻市の現況・

課題分析資料
(第 1 回からの
修正版) 

2. 立地適正化計画
基本方針(素案) 

 方針(ターゲッ
ト) 

 都市の骨格構造 
 誘導方針 

 

 

ワ
ー
キ
ン
グ 

庁
内
検
討
会
議 

懇
談
会 

庁
議
・
都
計
審
・
議
会
等 

第１回 
【到達点】 
1. 立地適正化計画の

概要・各課の政策分
野との関係性への
理解獲得 

2. 全体スケジュール・
各回検討事項への
理解獲得、事務局に
おける現状・課題の
検討状況の確認 

第１回 
【到達点】 
1. 立地適正化計画の

概要・各政策分野と
の関係性への理解 

2. 全体スケジュール・
各回検討事項への
理解獲得 

3. 事務局における現
状・課題の検討状況
の説明 

都市計画審議会報告 

第１回 
【到達点】 
1. 立地適正化計画の概要・

各課の政策分野との関
係性への理解獲得 

2. 全体スケジュール・各回
検討事項への理解獲
得、事務局と各課の現
状及び課題認識のすり
合わせ 

※各課の政策分野におけ
る課題認識を把握する
(調書 or ヒアリング) 

第２回 
【到達点】 
1. 市の現状・課題

への理解 
2. 立地適正化計画

基本方針(素案)
への意見聴取 

【会議次第】 
1. 石巻市の現況・

課題分析資料
(第 1 回からの
修正版) 

2. 立地適正化計画
基本方針(素案) 

 方針(ターゲッ
ト) 

 都市の骨格構造 
 誘導方針 

 

第７回 
【到達点】 
1. 懇談会意見を

踏まえた立地
適正化計画
(素案)のとり
まとめ 

2. 誘導施策・誘
導施設、防災
指針、目標指
標（素案）のと
りまとめ 

【会議次第】 
1. 前回から

の経過報
告 

2. 立地適正
化計画
(素案)の
概要 

 

第４回 
【到達点】 
1. 懇談会意見を

踏まえた立地
適正化計画
(素案)のとり
まとめ 

2. 誘導施策・誘
導施設、防災
指針、目標指
標（素案）のと
りまとめ 

【会議次第】 
1. 前回から

の経過報
告 

2. 立地適正
化計画
(素案)の
概要 

 

第４回 
【到達点】 
1. 懇談会意見を

踏まえた立地
適正化計画
(素案)のとり
まとめ 

2. 誘導施策・誘
導施設、防災
指針、目標指
標（素案）のと
りまとめ 

【会議次第】 
1. 前回からの

経過報告 
2. 立地適正化

計画(素案)
の概要 

   

 

第 4回・第５回 
【到達点】 
1. 都市機能

誘導区域・
居住誘導
区域の基
本的な考
え方につ
いて意見
交換 

【会議次第】 
1. 誘導区域 

(たたき) 

 

第３回 
【到達点】 
1.立地適正化計
画基本方針・流
れの確認 

2. サービス拠
点誘導エリ
ア・都市型居
住促進エリア
(素案) への
意見聴取 

【会議次第】 
1. 立地適正化

計画の流れ 
2. サービス拠

点誘導エリ
ア〈都市機能
誘導区域〉
(素案) 

3. 都市型居住
促進エリア
〈居住誘導
区域〉(素

 
 

第３回 
【到達点】 
1. 懇談会意見を

踏まえた立地
適正化計画基
本方針・流れ
のとりまとめ 

2. サービス拠
点誘導エリ
ア・都市型居
住促進エリア
(素案)をとり
まとめ 

【会議次第】 
1. 立地適正化

計画の流れ 
2. サービス拠

点誘導エリ
ア〈都市機能
誘導区域〉
(素案) 

3. 都市型居住
促進エリア
〈居住誘導区
域〉(素案) 

 

第６回 
【到達点】 
1. 懇談会意見を

踏まえた立地
適正化計画基
本方針・流れ
のとりまとめ 

2. 第 4・５回ワ
ーキングに
おけるたた
き台をもと
に区域素案
をとりまと
め 

【会議次第】 
1. 立地適正化

計画の流れ 
2. サービス拠

点誘導エリ
ア〈都市機能
誘導区域〉
(素案) 

3. 都市型居住
促進エリア
〈居住誘導区
域〉(素案) 
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・
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会
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庁議幹事会 
庁 議 

議会説明 
パブコメ 
市民説明会 

都市計画審議会
答申 

都市計画審議会
諮問 

公
表 

↑
 

事
前
周
知 

↑
 策

定 

第５回 
【到達点】 
1.石巻市立地適
正化計画（素案）
の了承 

【会議次第】 
１．石巻市立
地適正化計
画（素案）確
認結果の概
要 
 
 
 
 
 
 

 

第
４
回 

1/11→1/16 ２月定例会前 ２月中 ３月中旬 ４月中旬 
５月以降 

都市計画審議会
中間報告 

1/25 
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出典：石巻市人口ビジョン

【石巻市の人口推計】

導入 「立地適正化計画」について

45,253 43,936 41,026 35,477 29,812 25,909 22,851 20,214 16,911 14,579

121,909 124,406124,982
122,557

118,746 112,883104,025

96,297 85,018 76,979

15,002 17,741 20,570 24,609

30,365 35,982
40,435
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2000年

(平成12年)

2005年

(平成17年)
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(平成22年)

2015年

(平成27年)

2020年

(令和2年)

0～14歳人口 15～64歳人口 65歳以上人口

0～14歳人口割合 15～64歳人口割合 65歳以上人口割合

（人）
182,164

186,083 186,578
182,643

178,923174,774
167,311

160,258 146,177138,065

出典：国勢調査

【石巻市の人口推移】
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１．人口が減少すると街に起こること

拡大した市域⇒そのまま単純に縮小するのではなく、スポンジ的に縮小

「都市をたたむ」（饗庭伸）より

経済成長期
＝人口増加時代
＝都市の拡大期

これからの街
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「多極ネットワーク型コンパクトシティ」を目指して（第５章）

『集約型都市構造の実現に向けて』（2007年（H19年） 国交省 都市・地方整備局）より抜粋

今までの市街化の傾向

都市構造
の再構築

低密化を放置

「多極ネットワーク型コンパクトシティ」とは…
一極集中ではなく、中心的な拠点と地域の生活拠点を利便性の高い公共交通ネットワークで結ぶことで、生活サービス施設と居住地
がまとまって立地し、地域住民にとっても自家用車に過度に頼ることなくアクセスがしやすいだけでなく、日常生活に必要なサービス
は身近に存在する都市。

導入 「立地適正化計画」について
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導入 「立地適正化計画」について

● 東北発コンパクトシティのすすめ （2009年（平成21年） 東北地方整備局とりまとめ）
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（国交省資料から抜粋） 19

全国の都市の数＝約1,700：約４割の都市が計画を策定済か策定中
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（国交省資料から作成） 20

宮城県内

策定済 仙台市

栗原市

大崎市

富谷市

柴田町

策定中 石巻市

気仙沼市

白石市

登米市

女川町

被災沿岸自治体

策定済 いわき市

策定中 宮古市

大船渡市

●立地適正化計画の県内や被災沿岸自治体での策定状況

導入 「立地適正化計画」について
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導入 「立地適正化計画」について

都市型居住促進エリア

・サービス拠点形成エリア
・拠点形成施設



22

(都市機能誘導施設)

(居住誘導区域)

(都市機能誘導区域)

(都市機能誘導区域)

導入 「立地適正化計画」について


